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論文の内容の要旨

　本論文はタヌキマメ（Cκo肋α物∫棚榊oκα）に含まれる抗酸化およびエストロゲン活一性を示すポリフェノー

ル類について研究したものである。タヌキマメの茎葉をメタノールで抽出し，減圧濃縮して得られた水溶液

を順次酢酸エチルとブタノールで分配して，酢酸エチル可溶部とブタノー一ル可溶部を得た。2，2－Dipheny1・

1－picry1hydrazy1（DPPH）ラジカル消去能を指標としてセファデックスLH－20，ワコーシル分配，ワコー

シル逆相，逆相HPLCカラムクロマトグラフィー等を組み合わせて，酢酸エチル可溶部から7種の化合

物，ブタノール可溶部から2種の化合物を単離した。機器分析によって酢酸エチル可溶部から得られた

化合物は，hy由o岬im鵬，euco㎜icacia，hydroxyeuco蛆icacid，（2亙）一5，7，3，，4Ltet蝸血y也oxy胎vaR0鵬一

7－0一β一D－g1ncopWanoside，vitexin，orientinおよびisoorienもinと同定された。この内，viもexin，oxien七in

およびisooxie篶tin以外はいずれもタヌキマメ属植物から新たに単離された。特に（班）・5，7，3’4L

賊蝸hy虹oxy臨van㎝e－7－0サD－g1ucopyra㎜sideは初めて分離された立体異性体であった。ブタノール可

溶部からは新化合物7，21，4Ltrihy由oxyiso且avone－41－0一β・D・g1ucopy蝸nosideおよび既知の吐a皿msy1iso－

○虹e就inが単離された。

　酢酸エチル可溶部から得られた化合物の抗酸化能をDPPH法，2，2’一azobis一（2－a㎜idim－

prop独e）dihydr㏄h1o拙e（蛆H）で誘導されるリノール酸酸化の酸化防止法および玄淋ブチルペルオキシ

ドラジカルの殺菌活性抑制法で調べた。DPPH法ではhydroxye泄co㎜ic　acidが最も強く，IC。。は5．3μM

であった。ハAPHで誘導されるリノール酸酸化の酸化防止法では，orientinが最も効果が強く対照の

BHTに対し2．3倍の活性を示した。才桝ブチルペルオキシドラジカルの殺菌活性抑制法では，orientin，

isoorientinがlMIC62μlMで最も強かった。

　7，2’，41－TrihydK0xyiso畳avo皿e－4’一0サD・g1ucopy蝸nosideは，エストロゲン様活性を持つ代表的天然物

daidZeinやgeniSteinに構造が近似していることから同様な活性が期待された。そこで，エストロゲンに対

応して増殖する乳癌細胞から誘導されたMCF・7細胞および神経成長因子（NGF）の存在下にエストロゲン

の作用でアセチルコリンエステラーゼ（AChE）活性を増大するラット褐色細胞腫より得られたPC12細胞

を用いてエストロゲン活性の有無を調べた。
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　分離されたiso且avoneのMCF－7細胞に対する活性は，低濃度ではdaidzeinおよびgenisteinより弱かっ

たが，高濃度ではそれらと同等であった。MCF－7細胞に対するエストロゲン様活性は抗エストロゲン物質

tamoxifenで阻害されたので，エストロゲンレセプター（ER）に結合して作用することを明らかにした。

PC12細胞に対しては低濃度（O．02～0．2μM）のNGF存在下でAChE活性を1，5倍増大した。この化合

物はNGFの存在下ERを介し，PC12細胞のAChE生合成系を活性化すると推定した。

審査の結果の要旨

　近年，種々の生理活性を示す植物成分としてポリフェノール類が注目を集めている。本研究は，有用なポ

リフェノール化合物やそれを含有する植物を発見する目的で行われた。著者はこれまで研究の対象とされて

こなかった日本産タヌキマメ（Cκo肋α伽∫召∫∫彬oκα）に注目し，ポリフェノール成分の単離，構造決定およ

び生理活性試験を行なった。

　　本研究により，hydmqu虹o盗e（1），enco㎜icacid（2），hy虹oxyeuco㎜icacid（3），（班）一5，7，3’，4’’

tetrahyむoxyf1avanone－7－0一β一D・g1ucopyxanosid－e（4），vitexi皿（5），orientin（6），isooxie独七in（7），

7，2’，4’一枕ihy由oxyiso且avone－4L0一β一D－g1ucopyranoside（8）および出a㎜nosy1isoorientin（9）が単離同定され

た。これらのうち，（4）および（8）は新規物質であった。

　DPPH法，リノール酸酸化防止法，玄舛ブチルペルオキシラジカル殺菌活性抑制法を用いて化合物（1）

～（7）の抗酸化能が調べられた。総合的に判断して，これらは対照に用いた合成抗酸化剤BHTより強い

抗酸化能を示した。また，化合物（8）はエストロゲン様活性を示すことがMCF－7およびPC12細胞を用い

て調べられた。

　以上のように，本研究は今日まで未利用であったタヌキマメに有用成分が含まれることを確認し，薬用植

物としての可能性を見出した。その成果の役割は大きいと判断する。

　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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